
　

政
府
は
４
月
24
日
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
人
材
で
活
路
を
拓
く
」
を
副
題
と

す
る
09
年
版
中
小
企
業
白
書
を
閣
議
決

定
し
、
公
表
し
た
。
こ
れ
は
、
中
小
企

業
基
本
法
に
基
づ
き
、
政
府
が
毎
年
中

小
企
業
の
動
向
を
国
会
に
提
出
す
る
も

の
で
、
今
年
で
46
回
目
。

　

今
年
の
白
書
は
、
08
年
度
の
動
向
を

振
り
返
っ
た
後
、
か
つ
て
な
い
内
外
需

の
減
少
す
る
中
で
、変
化
し
た
市
場
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開

発・供
給
、販
路
開
拓
等
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
し
て
い
る
。

　

今
月
号
と
来
月
号
で
白
書
の
中
心
部

分
で
あ
る
第
２
章
、
第
３
章
及
び
ま
と

め
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

以
下
は
第
２
章
「
中
小
企
業
に
よ
る

市
場
の
創
造
と
開
拓
」
の
概
要
。

中
小
企
業
に
よ
る
市
場
の
創
造
と
開
拓

□
中
小
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

⑴�

中
小
企
業
に
と
っ
て
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
性

　

中
小
企
業
が
売
上
げ
の
維
持
・
拡
大

09
年
版

中
小
企
業
白
書
発
表

を
図
る
た
め
に
は
、
市
場
環
境
の
変
化

に
対
応
し
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

等
に
不
断
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と

考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
新
製
品
の
割
合

が
一
定
程
度
高
い
中
小
企
業
は
、
売
上

高
が
増
加
し
て
い
る
企
業
が
多
い
傾
向
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
の
た
め
の

要
素
の
一
つ
で
、
経
年
的
な
デ
ー
タ
が

あ
る
研
究
開
発
費
（
新
技
術
の
開
発
だ

け
で
な
く
製
品
の
改
良
等
も
含
む
。）
で

見
る
と
、
研
究
開
発
費
が
大
き
い
中
小

企
業
は
、
景
気
の
拡
張
期
、
後
退
期
と

も
に
利
益
率
が
高
い
傾
向
。

　

ま
た
、
過
去
の
景
気
後
退
局
面
で
も
、

中
小
企
業
の
研
究
開
発
費
の
売
上
げ
高

比
率
は
低
下
し
て
お
ら
ず
、
厳
し
い
状

況
下
で
も
、
将
来
を
見
据
え
た
研
究
開

発
活
動
に
努
力
し
て
い
る
姿
が
う
か
が

え
る
。

⑵�

中
小
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
特

徴

　

中
小
企
業
に
と
っ
て
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
、
研
究
開
発
を
通
じ
た
技
術

革
新
だ
け
で
な
く
、
創
意
工
夫
、
ひ
ら

め
き
等
を
き
っ
か
け
と
し
た
新
た
な
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
生
産
方
法
の

改
善
、
販
路
の
開
拓
な
ど
、
自
ら
の
事

業
の
進
歩
を
実
現
す
る
こ
と
を
広
く
包

含
。

　

日
頃
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
の
種
を
探
し
た

り
、
生
産
工
程
の
改
善
や
経
営
資
源
の

有
効
活
用
を
考
え
る
中
で
生
れ
た
ア
イ

デ
ィ
ア
や
創
意
工
夫
が
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
例
も
多
い
。

　

中
小
企
業
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実

現
の
た
め
に
重
視
し
て
行
な
っ
て
い
る

取
組
み
に
つ
い
て
は
、
大
企
業
と
比
べ

る
と
、
経
営
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、

創
意
工
夫
、
素
早
い
意
思
決
定
な
ど
、

経
営
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
重
視
さ

れ
て
い
る
の
が
特
徴
。

　

中
小
企
業
は
ニ
ッ
チ
な
市
場
で
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
傾
向
が
あ
る
。

⑶�

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
な
分
野
で

の
中
小
企
業
の
役
割

　

環
境
、
バ
イ
オ
、
Ｉ
Ｔ
、
医
療
・
福

祉
等
の
成
長
分
野
で
も
、
中
小
企
業
の

役
割
は
重
要
。

　

中
小
企
業
の
設
備
面
の
省
エ
ネ
対
応

（
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
は
、

資
金
不
足
の
た
め
に
十
分
行
な
わ
れ
て

い
な
い
。国
内
Ｃ
Ｄ
Ｍ（Clean D

evelop-
m

ent M
echanism

）
の
推
進
等
に
よ

る
省
エ
ネ
対
応
の
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

⑷
中
小
企
業
の
強
み
と
収
益
力

　

中
小
企
業
は
、
そ
の
強
み
を
「
経
営

者
と
社
員
と
の
連
帯
感
」、「
個
別
ニ
ー

ズ
に
き
め
細
か
く
応
じ
る
柔
軟
な
対
応

力
」、「
経
営
に
お
け
る
迅
速
か
つ
大
胆

な
意
思
決
定
能
力
」
等
と
認
識
。

　

実
際
、
中
小
企
業
の
上
位
12
％
の
利

益
率
は
、
大
企
業
の
上
位
12
％
の
利
益

率
を
上
回
る
。
中
小
企
業
は
、
強
み
を

活
か
す
こ
と
を
通
じ
て
、
高
い
パ
フ
ォ

マ
ン
ス
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
潜
在

力
を
有
す
る
。

□�

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
現
に
向
け
た

ニ
ー
ズ
の
把
握
と
市
場
の
開
拓

⑴�

新
た
な
製
品
等
の
ニ
ー
ズ
把
握
の
重

要
性

　

中
小
企
業
は
、
新
た
な
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
や
技
術
に
関
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
や

発
想
の
源
泉
と
し
て
、自
社
の
技
術
シ
ー

ズ
よ
り
も
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
重
視
し
て

い
る
。

　

革
新
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
や
発
想
を
得

る
た
め
、
中
小
企
業
は
販
売
先
と
の
連

携
を
重
視
し
て
い
る
。

⑵�

モ
ノ
作
り
と
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
の
重

要
性

　

顧
客
ニ
ー
ズ
の
把
握
の
た
め
、
中
小

製
造
業
者
が
サ
ー
ビ
ス
分
野
（
小
売
・

卸
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
）
へ
の
参
入
を
通

じ
て
多
角
化
戦
略
を
と
る
動
き
も
見
ら

れ
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
分
野
へ
参
入
す
る
理
由
と

し
て
は
、「
事
業
の
多
角
化
の
一
環
」
と

い
う
理
由
に
次
い
で
、「
自
ら
顧
客
へ
販

売
す
る
手
段
を
持
つ
」
と
い
う
理
由
が
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多
く
、ま
た
、販
売
手
段
の
獲
得
や
ニ
ー

ズ
の
汲
み
上
げ
を
目
的
と
し
て
参
入
し

た
企
業
は
ヒ
ッ
ト
商
品
を
生
む
傾
向
。

⑶
農
商
工
連
携
の
重
要
性

　

食
料
品
製
造
業
を
営
む
中
小
企
業
の

う
ち
、
サ
ー
ビ
ス
分
野
へ
参
入
し
て
い

る
企
業
は
、
中
小
企
業
全
体
の
平
均
よ

り
も
多
い
。
参
入
の
理
由
も
「
自
ら
顧

客
へ
販
売
す
る
手
段
を
持
つ
」
が
多
い
。

　

食
料
品
製
造
業
を
営
む
中
小
企
業

は
、
農
商
工
連
携
に
向
け
て
、
農
林
水

産
業
者
と
連
携
の
目
的
と
し
て
、「
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
形
成
」、「
原
材
料
の
確
保
」

の
ほ
か
、「
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
現
」

を
揚
げ
て
お
り
、
食
の
安
全
や
消
費
者

の
信
頼
の
確
保
へ
の
対
応
も
意
識
さ
れ

て
い
る
。

　

農
商
工
連
携
の
取
組
み
は
、
地
元
の

農
産
品
を
有
効
活
用
し
た
も
の
か
ら
、

製
造
業
者
の
技
術
の
活
用
等
、
農
林
水

産
関
連
の
事
業
モ
デ
ル
を
革
新
す
る
本

格
的
な
も
の
ま
で
幅
広
い
が
、
食
の
安

全
等
を
含
め
た
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
的
確

に
対
応
す
る
た
め
の
取
組
み
が
重
要
で

あ
る
。

⑷�

Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
顧
客
開
拓
の
重

要
性

　

中
小
企
業
が
取
引
先
を
拡
大
し
て
い

く
手
段
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
も
重
要
。

実
際
、
電
子
商
取
引
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、「
取
引
コ
ス
ト
削
減
」
を
挙
げ
る
中

小
企
業
が
最
も
多
い
が
、
次
に
「
新
た

な
顧
客
の
開
拓
」
が
多
く
、
従
業
員
規

模
が
小
さ
い
企
業
ほ
ど
多
く
な
る
。

⑸
海
外
市
場
の
開
拓
の
現
状
と
課
題

　

中
小
企
業
に
よ
る
海
外
展
開
は
01
～

06
年
に
か
け
て
２
割
増
加
し
て
７
５

５
１
社
に
達
し
て
い
る
。
海
外
進
出
の

目
的
は
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
最
も
多
い

が
、
現
地
に
お
け
る
市
場
開
拓
・
販
売

促
進
を
目
的
と
し
た
も
の
が
多
い
。

　

主
と
し
て
中
小
企
業
が
製
造
し
て
い

る
製
品
の
輸
出
は
ア
ジ
ア
向
け
が
多
い
。

減
速
し
つ
つ
も
、
な
お
成
長
を
続
け
る

ア
ジ
ア
市
場
を
含
め
、
海
外
市
場
の
開

拓
は
中
小
企
業
に
と
っ
て
重
要
。

　

中
小
企
業
が
直
接
輸
出
（
自
ら
の
名

義
で
通
関
手
続
き
を
行
な
っ
た
も
の
）

を
行
な
う
理
由
は
、
ニ
ー
ズ
や
情
報
を

直
接
把
握
で
き
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

期
待
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
現
在
、
外

需
が
減
少
し
て
い
る
中
、
海
外
市
場
で

売
れ
る
商
品
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

変
化
し
て
い
る
ニ
ー
ズ
の
把
握
が
一
層

重
要
と
な
っ
て
お
り
、
中
小
企
業
が
直

接
輸
出
を
行
な
う
こ
と
へ
の
支
援
も
重

要
。

　

中
小
企
業
は
、
関
税
の
引
き
下
げ
、

模
造
品
取
締
り
な
ど
の
知
的
財
産
権
保

護
強
化
等
が
海
外
市
場
の
開
拓
等
に

と
っ
て
有
効
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し

た
措
置
を
含
め
、
中
小
企
業
が
海
外
市

場
の
開
拓
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
環
境
整
備
が
重
要
。

□�

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
経
営
資

源
を
巡
る
現
状
と
課
題

⑴�

知
的
財
産
の
保
護
・
活
用
の
現
状
と

課
題

　

中
小
企
業
は
、
特
許
出
願
に
対
し
て

「
特
に
方
針
は
決
め
て
い
な
い
」
と
し
て

い
る
企
業
が
多
い
が
、
中
小
企
業
も
、

知
的
財
産
の
創
出
・
保
護
・
活
用
へ
の

戦
略
的
取
組
み
が
重
要
と
考
え
ら
れ

る
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
は
大
企
業
に
比
べ

て
特
許
出
願
を
絞
り
、
営
業
秘
密
と
す

る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

技
術
流
出
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
の
ほ
か
、
コ
ス
ト
負
担
の
大
き
さ
を

中
小
企
業
は
挙
げ
て
い
る
。

　

売
上
・
収
益
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た

商
品
（
ヒ
ッ
ト
商
品
）
を
有
す
る
中
小

企
業
は
、
特
許
権
の
早
期
取
得
が
業
績

の
向
上
に
大
い
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え

る
企
業
が
多
い
。
模
造
品
の
排
除
の
み

な
ら
ず
、
信
用
力
の
獲
得
や
顧
客
開
拓

な
ど
の
効
果
も
見
据
え
た
、
戦
略
的
な

対
応
が
重
要
。

　

中
小
企
業
は
技
術
移
転
に
対
し
て
関

心
の
な
い
企
業
が
多
い
が
、
大
学
、
試

験
研
究
機
関
、
大
企
業
か
ら
の
技
術
移

転
に
関
心
を
持
つ
企
業
も
２
割
存
在
。

　

実
際
、
Т
Ｌ
Ｏ
か
ら
の
技
術
移
転
先

は
中
小
企
業
が
約
半
分
を
占
め
る
。
い

わ
ゆ
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

向
け
て
中
小
企
業
に
よ
る
積
極
的
な
取

組
み
も
期
待
さ
れ
る
。

⑵�

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
人
材

の
現
状
と
課
題

　

中
小
企
業
は
、
技
術
・
技
能
人
材
に

求
め
ら
れ
る
知
識
・
能
力
と
し
て
、
顧

客
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
製
品
設

計
化
す
る
能
力
や
革
新
的
技
術
を
創
造

し
て
い
く
能
力
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

⑶�

研
究
開
発
に
要
す
る
資
金
調
達
を
巡

る
現
状
と
課
題

　

中
小
企
業
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
毎
の

課
題
を
見
る
と
、
成
長
初
期
の
中
小
企

業
は
資
金
調
達
の
確
保
を
最
大
の
課
題

と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

　

新
た
な
事
業
に
対
し
、
金
融
機
関
が

円
滑
に
資
金
供
給
を
行
な
う
た
め
に

は
、
金
融
機
関
の
目
利
き
能
力
が
重
要
。

そ
の
た
め
の
課
題
と
し
て
、
職
員
の
研

修
・
能
力
開
発
支
援
や
各
事
業
分
野
に

詳
し
い
人
材
が
い
る
業
界
団
体
と
の
連

携
、
外
部
評
価
機
関
と
の
連
携
を
促
進

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
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